
平成２０年度 天名小学校研修計画

研究主題 自分や人との出会いから 豊かにつながる子
－人権総合学習を通して－

教 科 全教科・全領域
領 域 等

１ 主題設定の理由
本校は，全校児童数が 100 人に満たない少人数の学校である。学年を越えて遊ぶ姿が
日常的に見られ，縦割り活動の中では，行事や清掃に真面目に取り組む姿が見られる。
また，米作りや天名マイふれあいフェアなどを通して地域とともに歩んでいく学校にな
りつつある。
しかし，学級集団や一人ひとりを見つめ直して，人権・同和教育レポート研修（以下，
レポ研）を実施してきた中で，まだまだ，十分につながりきれていない姿が見られる。
自分を見つめ直し，自分や家族，地域の方との出会いを通して，自分をかけがえのない
存在として意識し，ありのままの姿を認め合い，安心してお互いが自分を出し合えるよ
うに本研究主題を設定し，取り組んでいきたい。

２ 子どもにつけたい力
・自分の思っていることを，お互いに素直に出す力
・人権に対する感性を磨き，人権課題を見抜き，その解決に向けて行動する力
・自尊感情，自己肯定感，他者理解などの人権の基礎となる力
・コミュニケーション力や表現力など，他者とつながれる力
・課題解決力や学び方，考え方など，社会に対応できる力
・相手の思いを聞き取ったり，自分の思いを出すための基礎になる学力

３ 本年度の指導の重点
１）「仲間づくり」の実践の充実
２）人との出会いや出会い直しを中心とした人権総合学習の構築
３）基礎学力の保障

４ 具体的な方策
１）「仲間づくり」の実践の充実
年３回のレポ研修を行い，実践を交流し合う。第１回のレポ研修では，クラスや集
団の課題を明らかにし，第２回のレポ研では，その課題を解決していくためになされ
た実践を提案しあい，第３回のレポ研では，今年度の取り組みの成果と課題を明らか
にしていく。
２）人との出会いや出会い直しを中心とした人権総合学習の構築
人権総合学習を展開するに当たっては，体験学習や共通の学習の場を設定し，一人
一人に学習課題をもたせる。次に，課題解決に向けて，地域等で活躍されている「ひ
と」に出会わせる場面を設定する。出会ったその「ひと」の思いや生き方にふれ，話
し合い思いを深めさせる。最後に，学んだことを振り返らせたり生活にどう活かして
いくかを考えさせたりしていく。そういった過程を繰り返す中で，子ども自らが，友
だちとのつながりや生き方を考えていけるような学習を構築していきたい。
３）基礎学力保障について
豊かにつながるためには，相手の思いを聞き取ったり自分の思いを伝える必要があ
る。そのための基礎学力を身につけることを大切にしていく。まず，現状の学力で不
足している部分をつかみ，その力をつけるにはどうしたらよいか，各学年に合った方
策を立てていきたい。その際に，各学年の全体の傾向をとらえることはもちろん，一
人一人の子どもたちをしっかり見つめ，何がその子の学力をつけることの妨げになっ
ているのかを判断しそれに応じた解決の方法を見いだしていかなければならない。ま
た，少人数という本校の実態を生かし，いろいろな学習に対して意欲・関心をもたせ
ることを基礎学力の根っこと考え進めていきたい。


